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然摩塵 で いえば､,療寮 を大 き く史 艶 す る盈虜 ,地 形 /絶好 武一とく(-L輩 要 ヒ

走る｡ )
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工.産子爵贋淀

Ⅱ 南榎 茅 野 の勉褒

---1し



Ⅱ.塵 手島 を過 してみる日永線度の克つ閣圏点

夢 r尊 では/正章 の褒矧 よ盈巌に計 する子鹿知森 と′島全体 の佐藤 にふれ
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いて唐黍 LT=っしたが Oで ′卓の立 こ方か廃 絶財 こなつてし､ないが .麻 に覇
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